
何故この金額なのか、市のケースワーカーも、「『通知書』だけでは分から

ない」と答えるほど分かりにくい通知でした。 

今回、最低生活費や、控除額などが明記され、生健会が提案していた計算方

式の表示になっているなど、一定の改善が行われました。しかし、各金額の内

訳は分かりにくいままなどの問題点も残り、今後の再改善が必要です。 

(新旧の事例は、「通知書」の一部です。また、同一の方の通知ではありません) 

 生活保護費が変更になった時に発行される通知書が「分かりにくい」「なぜこうなるのか、

いくら支給されるか分からない」などの声を受けて、一昨年９月の市議会に「改善を求める」

陳情を行い、「改善する」との答弁がされていましたが、ようやく５月から改善されました。 

       最高裁の「整理解雇の 4要件」を活用し、 

不当な解雇や、いじめを跳ね返そう 

福 
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生健会が一昨年９月 市議会に陳情 

分かりにくい「生活保護変更決定通知書」が改善 
 

      こんなひどいことが、今も北九州市で 
見本どおりに「誓約書」を書かせ、市外への転居を誓約！ 

  Y さんは、小倉北福祉事務所の保護課のケース

ワーカー（CW）から紹介されて、昨年 10月に無料

低額宿泊所に入所した時、CWに「入所しても、家

を見つけて宿泊所を出るから」と言いました。す

ると、CWから「家は、北九州市外に見つけて下さ

い」と言われました。 

 Y さんが、宿泊所から退去させられたことを CW

に伝えると、CWは見本を見せて「この通り書いて

ください」といい、「北九州市外で居住」すると

の誓約書を書かされました。(八幡生健会より) 

 憲法は、居住・移転の自由を保障しています。

市外への転居を誓約させる北九州市の行為は憲法

違反です。こんなひどいことが北九州市で、いま

だに行われていました。生健会はもっと頑張らね

ばと決意を新たにしました。 
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横領や長期欠勤などの悪いことを何もしていないのに、会社の都合で解雇されるのが整理解雇で

す。もし、あなたが不当に解雇された時には「整理解雇の４要件」を活用して、解雇を跳ね返しま

しょう。 

４要件とは①解雇をしなければ企業の維持・存

続ができないほどのさしせまった必要性があるこ

と②希望退職を募るなどの十分な解雇回避努力義

務の実行③解雇対象となる労働者の選定基準や人

選が客観的・合理的なこと④労使間での十分な協

議義務の実行です。１つでも欠ければ違法です。 

この「最高裁の整理解雇の４要件」をはじめて 

勝ち取った、あさひ保育園事件（1983年）を

担当したのが、黒崎合同法律事務所の安部千

春弁護士だったことを、「小倉タイムス」の

5月 11日号で初めて知りました。 

その後、社員だけでなく「パートにも整理

解雇の４要件を適用」(福岡高裁)の確定判決

も、安川電機を相手に勝ち取りました。 


